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「
豊
か
さ
を
実
感
し
夢
と

「
豊
か
さ
を
実
感
し
夢
と

　

感
動
を
創
造
す
る
村
・
榛
東
」
実
現
の
た
め
に

　

感
動
を
創
造
す
る
村
・
榛
東
」
実
現
の
た
め
に

みなさんの暮らしに
一般
会計 52億9,800万円

歳　入歳　入

歳　出歳　出

※
そ
の
他
…
地
方
消
費
税
交
付
金
・
使
用
料
及
び
手
数
料
・

　
　
　
　
　
分
担
金
及
び
負
担
金
・
地
方
特
例
交
付
金
な
ど

※
そ
の
他
…
消
防
費
・
労
働
費
・
議
会
費
・
予
備
費
な
ど

地方交付税 9億5,000万円（17.9％）

村 税 13億9,069 万円（26.2％）

国庫支出金 5億1,986万円  （9.8％）

繰 入 金 13億6,641万円（25.8％）

県支出金 2億4,639万円  （4.7％）

そ の 他 6億5,615万円（12.4％）

民 生 費 12億1,130万円（22.9％）

教 育 費 6億6,483万円（12.5％）

総 務 費 19億333万円（35.9％）

土 木 費 4億4,394万円  （8.4％）

農林水産業費 2億5,425万円  （4.8％）

衛 生 費 2億5,954万円  （4.9％）

公 債 費 1億9,852万円  （3.7％）

そ の 他 3億6,229万円  （6.9％）

村 債 1億6,850万円  （3.2％）

特
集　

平
成
20
年
度
予
算
の
概
要

　

村
の
各
種
事
業
を
行
う
た
め
の
平
成

20
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
依
然

と
し
て
地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
に

は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な

か
で
「
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
事
務

を
処
理
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
地

方
自
治
の
基
本
原
則
に
立
ち
返
り
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
事
業
の
執
行
方
法

お
よ
び
施
設
の
管
理
運
営
手
法
の
見
直

し
、
諸
経
費
の
節
減
・
効
果
的
配
分
な

ど
に
よ
り
、
経
費
全
般
に
つ
い
て
徹
底

し
た
合
理
化
を
図
り
、
生
活
に
関
連
し

た
施
設
の
整
備
、
児
童
お
よ
び
高
齢
者

福
祉
対
策
、
教
育
や
文
化
の
振
興
な
ど

に
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し

ま
し
た
。

　
「
豊
か
さ
を
実
感
し
夢
と
感
動
を
創

造
す
る
村
・
榛
東
」
を
実
現
す
る
た
め
、

真
に
必
要
な
社
会
資
本
を
重
点
的
に
整

備
し
つ
つ
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。
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一般会計当初予算額の推移
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(億円)

45
億
８,
１
０
０
万
円

47
億
4
0
0
万
円

50
億
8
0
0
万
円

51
億
7,
5
0
0
万
円

52
億
２,
４
０
０
万
円

52
億
９,
８
０
０
万
円

特別会計
予算総額35億6,549万円

上水道事業会計

特別会計特別会計
上水道事業会計上水道事業会計 概 要

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が

４
億
７
３
万
円
で
、
全
体
の
28
・
９

㌫
を
、
歳
出
で
は
保
険
給
付
費
が

８
億
８
，
６
７
２
万
円
で
全
体
の
64
・

１
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
が
６
，
６
０
７
万
円
で
全
体
の
70
・

６
㌫
を
、
歳
出
で
は
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金
が
８
，
８
０
９
万
円

で
全
体
の
94
・
１
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
支
払
基
金
交
付
金
が

６
，
５
９
７
万
円
で
全
体
の
49
・
２
㌫

を
、
歳
出
は
、
医
療
諸
費
が
１
億
３
，

１
３
３
万
円
で
全
体
の
98
㌫
を
占
め
て

い
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
に
は
、
支
払
基
金
交
付
金

１
億
８
，
４
４
４
万
円
、
国
庫
支
出

金
１
億
３
，
９
０
４
万
円
、
保
険
料

１
億
１
，
７
８
０
万
円
を
計
上
し
、

歳
出
に
は
保
険
給
付
費
に
５
億
８
，

８
５
１
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

●
住
宅
新
築
資
金
特
別
会
計

　

歳
入
の
う
ち
貸
付
金
元
利
収
入
を

２
，
３
１
０
万
円
計
上
し
、
歳
出
で
は
、

公
債
費
に
３
，
２
１
２
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

●
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
村
債
が
２
億
５
３
０
万

円
で
全
体
の
44
・
４
㌫
を
、
歳
出
に
は
、

建
設
費
に
３
億
３
１
８
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
に
は
国
庫
補
助
金
３
億
５
，

８
７
５
万
円
を
計
上
し
、
歳
出
に
は
建

設
費
６
億
１
，
３
４
７
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

●
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
で
は
、
給
食
費
と
し
て
８
，

６
１
９
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

●
上
水
道
事
業
会
計

　

よ
り
安
全
で
安
定
し
た
給
水
を
行
う

た
め
、
配
水
管
布
設
工
事
お
よ
び
梨
木

平
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク
緊
急
遮
断
弁
設
置
工
事

な
ど
の
建
設
改
良
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

村債残高、償還額の推移    

年度
前年度末残高
　　　　　A

新規発行額
　　　　B

年度中償還額
　　　　　C

年度末残高
A＋B－C

15 22億213万円 5億530万円 3億348万円 24億395万円

16 24億395万円 5億6,720万円 3億7,870万円 25億9,245万円

17 25億9,245万円 5億5,830万円 2億2,746万円 29億2,329万円

18 29億2,329万円 2億690万円 2億2,906万円 29億113万円

19 29億113万円 2億762万円 1億6,123万円 29億4,752万円

20 29億4,752万円 1億6,850万円 1億7,679万円 29億3,923万円

備考： この表は普通会計（一般会計および住宅新築資金等貸付特別会計）の村債の元金で

算出しています。

会　　計　　名 予　　算　　額

国 民 健 康 保 険 13億8,361万円

後 期 高 齢 者 医 療 9,361万円

老 人 保 健 1億3,403万円

介 護 保 険 6億2,247万円

住宅新築資金等貸付 3,247万円

公 共 下 水 道 事 業 4億6,281万円

農業集落排水事業 6億7,695万円

学 校 給 食 事 業 1億5,954万円

※歳入と歳出は同額です。

収益的収入および支出 
水道事業収益 水道事業費用

営業収益 営業費用
2億6,467万円 2億5,105万円

営業外収益など 営業外費用など
1,293万円 2,118万円

収入計 支出計
2億7,760万円 2億7,223万円

資本的収入および支出 
資本的収入 資本的支出

企業債 建設改良費
1,000万円 1億1,243万円

工事負担金 企業債償還金
1,612万円 3,580万円

収入計 支出計
2,612万円 1億4,823万円
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福祉と医療

子
育
て
環
境
の
整
備
と

福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
拡
充

　

現
在
、
出
生
率
の
低
下
お
よ
び
平
均

寿
命
の
延
び
に
よ
り
、
少
子
・
高
齢
化

社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
、
今
年
度
も
村
で
は
子
育
て
環

境
の
整
備
、
障
害
者
お
よ
び
高
齢
者
福

祉
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
整
備
と

し
て
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
医
療

の
対
象
者
を
小
学
校
３
年
生
か
ら
小
学

校
６
年
生
ま
で
引
き
上
げ
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
で
は
、
障
害
者
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
に
支
援
費
を
支
給
す

る
ほ
か
、
相
談
支
援
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
介
護
予
防
と
健

康
維
持
を
目
指
し
、
介
護
予
防
教
室
等

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

保
健
で
は
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
が
導
入
さ
れ
、
健
康
づ
く
り
の
支

援
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

予
防
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

暮らしと環境
住
環
境
の
整
備
と

安
全
安
心
な
村
づ
く
り

　

美
し
い
村
を
子
ど
も
達
に
残
し
て
い

く
た
め
に
は
、
生
活
環
境
の
整
備
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
生
活
に
関
連
し
た
水
や

ゴ
ミ
な
ど
の
環
境
問
題
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

各
家
庭
な
ど
か
ら
で
る
生
活
排
水
処

理
を
適
切
に
行
う
た
め
に
公
共
下
水
道

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
を

進
め
て
行
き
ま
す
。
農
業
集
落
排
水
事

業
で
は
、
広
馬
場
地
区
の
処
理
場
の
建

設
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
施
設
に
つ
い
て
は
、
１
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴

う
施
設
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
に
つ
い
て
は
、
火
災
予
防

運
動
や
消
防
団
活
動
の
ほ
か
、
水
利
標

識
の
設
置
、
消
火
栓
の
新
設
工
事
な
ど

を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
村
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
防
災
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
た
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

環
境
を
守
る
こ
と
は
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す

・ふるさと農道緊急整備事業
・小規模土地改良事業
・林道整備事業
・むらづくり産業祭
商工費
・商工業振興
・小規模事業指導補助
・観光費
土木費
・道路維持一般経費
・防衛施設周辺民生安定施設整備事業
　（上サ15号線ほか）
・特定防衛施設周辺整備調整交付金事
業

・村単独道路新設改良費
・街区公園整備事業

・ふるさと公園維持管理
・村営住宅管理
消防費
・消防団運営費
・消防救急渋川広域組合負担金
教育費
・義務教育施設整備基金
・北小学校運営費
・南小学校運営費
・中学校運営費
・中学校整備事業
・北幼稚園整備事業
・中央公民館運営費
・南部コミュニティセンター運営費
・南部地区公園建設費
公債費

・村債償還元金
・村債償還利子

昨
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

街区公園の整備を行います
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教育と文化
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と

環
境
整
備
を
図
る

　

村
が
将
来
に
渡
っ
て
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
教
育
の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。

　

学
校
関
連
で
は
、
子
ど
も
達
に
自
ら

学
ぶ
力
を
育
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
教
育
を
実
施
す
る
ほ
か
、
環
境

の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
中
学
校
の
建

設
事
業
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
い
ま

す
。
ま
た
、
北
幼
稚
園
の
改
修
工
事
を

行
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
南
部
地
区
公
園
の

建
設
に
向
け
た
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
感
性
を
育
て
て
い
く

た
め
に
文
化
の
振
興
を
図
り
、
文
化
財

の
保
護
に
努
め
ま
す
。

　

産
業
祭
と
合
同
で
開
催
し
て
い
る

「
し
ん
と
う
ス
ポ
・
レ
ク
祭
」
は
、
今

年
度
も
し
ん
と
う
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。

教
育
内
容
の
充
実
と
環
境
整
備
を
行
い
ま
す

経済と観光

豊
か
な
田
園
都
市
づ
く
り
の
た
め
に

農
業
農
村
の
活
性
化
を
図
る

　

社
会
情
勢
な
ど
の
変
化
に
対
応
し
た

活
力
に
満
ち
た
村
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
今
日
。
農
林
業
や
商
工
業
の
活

性
化
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
先
代
の
人
た
ち
が
大
切

に
育
て
て
き
た
村
の
緑
を
守
り
育
て
、

村
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
林

道
周
辺
の
整
備
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
害
獣
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　

村
の
産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
、
遊
休
農
地
の
活
用
や
生
産
基
盤
の

整
備
・
拡
充
、
経
営
環
境
の
強
化
、
後

継
者
問
題
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
の
施
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

商
工
業
で
は
、
引
き
続
き
商
工
業
の

振
興
お
よ
び
小
規
模
事
業
指
導
へ
の
補

助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

村
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
田
園
都
市
づ
く
り
を
進

め
ま
す

一般会計の主な事業

議会費
・議会だより発行
総務費
・文書管理費
・広報発行費
・コミュニティ供用施設整備費
・一般経費（渋川広域組合負担金）
・新庁舎建設事業
・交通安全対策費
（カーブミラー設置など）
・公共交通対策費

民生費
・社会福祉事業費補助金
・障害者自立支援
・福祉総合センター管理運営
・高齢者能力活用センター運営
・福祉医療費
・ふれあい館管理運営委託
・男女共同参画推進事業
・児童手当支給
・隣保館運営
・民営保育園管理運営委託補助
・村営保育園運営
・地域子育て支援センター運営費
衛生費
・救急医療等渋川広域組合負担金
・し尿処理施設渋川広域組合負担金

・ゴミ処理施設渋川広域組合負担金
・ゴミ収集運搬委託
・健康づくり事業
・母子保健事業
・老人保健事業
・予防接種等実施
・合併浄化槽設置費補助
・保健相談センター管理費
労働費
・勤労者住宅新築資金利子補給
農林水産業費
・農業委員会運営費
・農業農村活性化調査研究費
・水田農業推進事業
・果樹振興事業
・畜産振興事業・農業用水維持管理



広報しんとう 6

－自分の健康を守るため、年に１度は健診を受けましょう－

年
に
一
度
は

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

近
頃
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は
、
内
蔵
に
脂
肪
が
蓄
積
し

た
状
態
と
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿

病
を
合
併
し
た
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
状

態
を
放
置
す
る
と
動
脈
硬
化
が
進
行

し
、
心
臓
病
や
脳
血
管
疾
患
を
発
病
す

る
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

健
診
で
は
血
液
デ
ー
タ
な
ど
を
参

考
に
自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

〈
持
ち
物
〉

①
榛
東
村
国
民
健
康
保
険
証
…
40
歳
以

上
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
各
健
診
の
受
診
票
…
事
前
に
記
入

し
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
…
65
歳
以
上

の
方
は
、
受
診
票
に
同
封
し
て
あ
り
ま

す
。
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

④
健
康
手
帳
…
お
持
ち
の
方
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

⑤
料
金
…
健
診
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す(

下
図
参
照)

。

※
料
金
が
無
料
に
な
る
方

 

・ 

生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方（
健
診
１
週
間
前
ま
で
に

保
健
福
祉
課
ま
た
は
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
が
必
要
）

 

・ 

榛
東
村
国
民
健
康
保
険
加
入
者（
健

康
づ
く
り
健
診
以
外
）

健診名
対象年齢

平成21年3月31日
現在

料金 検査内容

胸部レントゲン
（結核）

65歳以上または
帰国2年以内の方※1 無料 結核・肺がん等の早期発見に役立ちます。

○胸部レントゲン撮影
○喀痰（かくたん）検査（必要な方のみ胸部レントゲン

（肺がん） 40～ 64歳 500円

健康づくり健診 25～ 39歳 1,000円
○身体計測　○尿検査　○問診、血圧測定
○血液検査（脂質・肝機能・血糖・貧血）

特定健診

40～ 74歳の
国民健康保険加入者
および政府管掌健康
保険加入者の被扶養
者

無料
○身体計測　○尿検査　○問診、血圧測定　○診察
○血液検査（脂質・肝機能・血糖・貧血・HbAlc）
※医師の指示に応じて…心電図、眼底検査

後期高齢者健診 75歳以上 無料
○身体計測　○尿検査　○問診、血圧測定　○診察
○血液検査（脂質・肝機能・血糖・貧血・HbAlc）
※医師の指示に応じて…心電図、眼底検査

肝炎ウイルス検査
40歳以上の方（検査
済みの方を除く）

無料 ○問診　○血液検査

※1　結核検診の対象者…中華人民共和国、フィリピン共和国などの結核流行地域の35カ国から帰国した方。
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○ 健診を申し込みされた方には、４
月中旬ごろ受診票などを送ります。
１月以降に転入された方で、健診
をご希望の方や、通知の届かない
方は保健相談センターまでご連絡
ください。
○ 65歳以上の方全員に医師の診察
が行われます。そのため、各コミ
センは混雑が予想されます。お車
をご利用の方は、中央公民館また
は南部コミュニティセンターの利
用をお勧めします。

※ 中央公民館は2階で実施します（結
核、肺がん検診は１階です。）。階
段の昇降が大変な方は、南部コミ
センでの健診をおすすめします。

平成20年度　住民健診日程平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222222222222222220000000000000000000000000000年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度　住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程程

　群馬社会保険事務局との協議により、政府管掌健康保険加入者の被扶養者の方で、40歳から

74歳までの方は、村の集団検診を受けていただくことになりました。

　個人通知は出ませんが、保険証を必ずお持ちになり、上記日程の都合の良いときに受診してく

ださい。

　なお、政府管掌健康保険加入者本人は受診することができませんので、会社から指定された健

診機関などで受診してください。

　▶お問い合わせは、保健相談センター（☎70-8052）までお願いします。　

エアロビクス教室のお知らせ
～日ごろ、運動していますか？運動不足になっていませんか？～

　村では、生活習慣病予防のため、エアロビクス教室を開催します。手足を動かし、運動不足やス

トレスの解消をしませんか。激しい運動はありませんので、お気軽にお出かけください。

■日時…５月13日㈫　午前10時～ 11時30分（ストレッチ体操含む）　■申込…不要

■会場…保健相談センター　■持ち物…バスタオル、水分補給のための飲料、運動靴（上靴）

※膝の痛い方はイスに座って運動できます。　※運動できる服装でお出かけください。

政府管掌健康保険の被扶養者の方へ政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌掌健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険のののののののののののののののののののののののののののののの被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被被扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養養者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ののののののののののののののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

日程 受付時間 会場

５月７日㈬ 午前 ８：30～ 12：00 南部コミセン

５月８日㈭ 午前 ８：30～ 12：00 南部コミセン

５月９日㈮ 午前 ８：30～ 12：00 南部コミセン

５月15日㈭ 午前 ８：30～ 12：00 笹熊集会所

５月16日㈮ 午前 ８：30～ 12：00 ２区コミセン

５月19日㈪ 午前 ８：30～ 12：00 ２区コミセン

５月21日㈬ 午前 ８：30～ 12：00 中央公民館※

５月22日㈭ 午前 ８：30～ 12：00 中央公民館※

５月23日㈮ 午前 ８：30～ 12：00 中央公民館※

５月26日㈪ 午前 ８：30～ 12：00 18区コミセン

５月28日㈬ 午前 ８：30～ 9：30 12区コミセン

５月29日㈭ 午前 ８：30～ 12：00 南部コミセン

５月31日㈯ 午前 ８：30～ 12：00 南部コミセン
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特定不妊治療助成事業

福祉医療費制度

特定不妊治療の費用の一部を助成します

対象者が拡大されます

　村では、少子化対策の一環として、４月から特定不妊治療に対する助成事業を実施します。

○対象者
　次の全てに該当する方。

　■法律上の婚姻関係にある夫婦で、３年以上子どもがいないこと　■申請日の１年以上前から村に住所がある方

　■税金（本人および同一世帯家族）の滞納が無い方　■群馬県特定不妊治療費の助成を受けた方

○助成の対象となる特定不妊治療
　■体外受精または顕微授精にかかる治療

○助成費用
　特定不妊治療にかかった費用から、群馬県特定不妊治療費助成金交付額を除いた金額の２分の１の金額（上限10万円）

が交付されます。ただし、同一夫婦１組に対し１年度（４月１日～翌年３月31日）につき１回までで、通算５回までとな

ります。なお、入院費や食事代などの治療に直接関係のない費用は助成の対象になりません。

○申請方法
　次の書類などを用意し、保健相談センターへ申請してください。

　　 ①特定不妊治療助成金交付申請書　②特定不妊治療受診等証明書　③特定不妊治療を受けた医療機関の領収書の写

し　④群馬県特定不妊治療助成事業承認決定書の写し（同年度内）　⑤住民票および納税証明書（または村税等調査閲

覧同意書）

▶お問い合わせは、保健相談センター（☎70-8052）へ

　４月１日から、子どもの医療機関への受診にかかる費用の助成（福祉医療費）の支給対象者が、これまでの小学校３年

生から小学校６年生まで拡大されました。

○対象者
　・子ども…小学校６年生の終了する３月31日まで（入院のみ中学校３年生の終了する３月31日まで）

　・重度心身障害者（児）… 身体障害者１級・２級、障害基礎年金１級、療育手帳Ａ、特別児童扶養手当１級、障害者自

立支援法施行令第１条第３号に規定する精神通院医療適用者

　・母子家庭など…18歳未満の児童を扶養している母子・父子家庭および18歳未満で父母のいない児童

○福祉医療費制度について
　福祉医療費制度は、「子ども」、「重度心身障害者(児)」、「母子家庭など」を対象に、保険診療の自己負担分を公費で助

成する制度です。県内の医療機関で受診するときは、保険証と福祉医療費受給資格者証を医療機関の窓口に提示してく

ださい。また、県外の医療機関では福祉医療費受給資格者証は使用できませんので、自己負担分を支払い、後日保健福

祉課へ申請をしてください。なお、保険外診療やベッド代、薬の容器代などについては対象となりませんのでご注意く

ださい。

　また、学校や通学途中でのケガなどについては福祉医療費の支給の対象になりません。後日、日本スポーツ振興センター

から保険診療の自己負担分が支払われます。

○届出について
　対象者には、郵送で福祉医療費受給資格者証を送付してあります。

なお、勤務先、住所、保険証などが変わった場合は必ず14日以内に保健福祉課へ届出をしてください。

▶お問い合わせは保健福祉課（☎54-2211　内線122）へ

村からのお　　せ知ら
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長寿医療制度創設に伴う保険税などの改正

国民健康保険税が改正されます
　国の医療制度改革により、平成20年４月から後期高齢者医療制度が新たにスタートします。これに伴い、国民健康保
険税につぎのような改正が行われます。

○国民健康保険税の項目に「後期高齢者支援金等分」を新設
　国民健康保険税の項目に、新たに「後期高齢者支援金等分」が新設されます。これにより、国民健康保険税は、今までの「医
療分」と「介護分（40歳以上65歳未満）」の他に、「後期高齢者支援金等分」が加わります。
　新設された「後期高齢者支援金等分」は、今までの「医療分」の一部を「後期高齢者支援金等分」として納付するものです。
このため、「医療分」と「後期高齢者支援金等分」をあわせた保険税の率などは変わりません（下図参照）。ただし、これま
での「医療分」の課税上限額が560,000円だったのに対し、今年度分からは「医療分」の上限額が470,000円、「後期高
齢者支援金等分」の上限額が120,000円となります（「介護分」の上限額は変更されません）。

○長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の創設に伴う国民健康保険税の軽減
　４月以降、75歳以上の方は長寿医療制度に移行し、新制度の保険料を納めることとなります。これにより、同じ世帯
で国保に加入している方の負担が急に増えることがないよう、国民健康保険税が次のように軽減されます。
　■ 保険税の軽減を受けていた世帯で、75歳未満の方が引き続き国保に加入することになる場合は、世帯構成や収入が

変わらなければ、５年間、今までと同じ軽減を受けることができます。

　■国保の被保険者が１人となる場合には、５年間、世帯ごとに負担する保険税（平等割）が半額になります。

　■ 社会保険などから長寿医療制度に移行する方の被扶養者（65歳～ 74歳）が国民健康保険に加入することになる場合、
新たに国保に加入し国保税を納めることになった方については、申請により２年間、保険税の所得割と資産割が免
除されるとともに、均等割が半額となり、さらに、被保険者が１人の場合などには、世帯割も半額になります。

▶お問い合わせは、保健福祉課（☎54-2211　内線120）へ

　　　　　　　　平成19年度まで 

所得割 資産割 均等割 平等割

医療分 7.5/100 60/100 23,000円 24,000円

介護分 0.8/100 6/100 7,200円 4,800円

　　　　　　　　　　平成20年度から 

所得割 資産割 均等割 平等割

医療分 6.0/100 45/100 17,500円 18,000円

後期高齢者
支援金等分 1.5/100 15/100 5,500円 6,000円

介護分 0.8/100 6/100 7,200円 4,800円

後
支

平成20年３月まで
夫76歳・妻72歳ともに国保

平成20年３月まで

世帯の国保税 軽減

平成20年３月まで
夫76歳・妻72歳ともに国保

所得割・資産割・均等割

平等割

社会保険料あり 保険料なし

夫76歳：社会保険 妻72歳：社保の被扶養者

平成20年４月から

平成20年４月から

軽減
所得に
応じて
軽減

５年間
半額に

国保税

均等割など

平等割 軽減

軽減
軽減

平成20年４月から

後期高齢者
医療保険料

後期高齢者
医療保険料

後期高齢者
医療保険料

所得割
資産割

申請に
より免除

夫：後期高齢者 妻：国保

夫：後期高齢者 妻：国保

夫：後期高齢者 妻：国保

均等割
平等割

｝
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平成19年中の火災と救急の状況

榛東村災害時要援護者支援制度

渋川広域圏内　火災5.4日に1件　救急1日に12.2件

「もしも」の時のために

　渋川広域圏における平成19年中（１月１日から12月31日）の火災と救急の概要がまとまりましたので、お知らせします。

○村内の火災状況(表Ⅰ)
　本村での火災発生件数は８件
で、損害見積額6,925万円でした。
前年と比べると、件数は３件増え
て、損害額は5,835万円増加しま
した。
　建物の焼損面積は、前年が165
㎡であったのに対し、935㎡と大
幅に増加しました。

○救急出場件数(表Ⅱ )
　渋川広域圏全体の救急出場件数
は、4,622件（前年4,457件、以
下同）で昨年から165件増加し、
搬送人員は4,400人（4,262人）で
同138人増加しました。1日あた
りの出場件数は、12.7件（12.2件）
で搬送人員は12.1人（11.7人）と
なりました。
　村への救急出場は、382件（330
件）で搬送人員は366人（309人）
でした。

○火災救急テレホンサービス
■火災情報テレホンサービス
　☎0279-23-0019
■救急医療情報テレホンサービス
　☎0279-23-0099
■緊急通報ファックス
　FAX119

　社会福祉協議会と村では、民生児童委員、防災ボランティア、区長、警察、消防署および消防団などと協力して、災
害時における要援護者（１人暮らし高齢者や高齢者世帯、身体障害者世帯など）の登録台帳を作成しています。作成され
た台帳は、役場、警察、民生児童委員、防災ボランティアのほか、地域の自主防災組織などでも保管することになって
います。
　このような制度を整備しておくことにより、災害発生時などに要援護者の避難誘導や救出活動、安否確認などを速や
かに行うことができます。また、このような活動を災害発生時に容易に行えるように、日ごろから声かけや相談などを
行うことにより、村民が安心して暮らすことのできる地域づくりの推進にもつながります。
　台帳は本人の同意のもとに作成され、厳重な管理のもとで保管し、取り扱いには細心の注意が払われています。
　災害がいつ起こるのかを知ることはできませんが、日ごろから備えておくことにより、被害を最小限にすることはで
きます。制度に対するご理解とご協力をお願いします。
▶お問い合わせは、社会福祉協議会（☎55-5294）へ

村からのお　　せ知ら

表Ⅰ：市町村別火災状況 　　　　　　　　　　（平成19年1月1日～12月31日）

火災件数 焼損棟数
り
災
人
員

死
者
負
傷
者

焼損面積 損害見積額（千円）

計
建　

物

林　

野

車　

両

そ
の
他
計
全　

焼

半　

焼

部
分
焼
ぼ
や

建
物（
㎡
）

林
野（
ａ
）

計
建　

物

林　

野

車　

両

そ
の
他

榛東村 8 5 3 89 9 1 76 3 12 4 935 69,250 69,234 16

吉岡町 11 4 2 1 4 3 2 1 2 21 15 1,866 1,080 786

渋
川
市

渋　川 19 14 2 3 28 4 3 10 11 21 5 872 19,180 18,866 314

伊香保 4 1 1 1 1 2 2 1 25 9 16

小野上 3 2 1 0 6 175 175

子　持 6 3 1 1 1 4 1 2 1 4 1 208 30 2,707 2,015 617 75

赤　城 11 4 2 5 6 3 2 1 10 3 375 15,767 15,587 130 50

北　橘 9 4 1 4 8 3 5 15 1 540 9,641 8,786 295 560

計 71 35 6 8 22 140 19 7 95 19 62 1 15 2,951 52 118,611 115,577 1,594 814 626

表Ⅱ：市町村別救急出場件数および搬送人員    （平成19年1月1日～ 12月31日）

火災
自然
災害

水難
交通
事故

労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病 その他 計

榛東村
4 53 7 9 47 2 6 241 13 382

5 57 8 10 47 2 4 224 9 366

吉岡町
1 95 10 2 63 2 9 343 63 588

2 108 10 2 63 2 4 322 53 566

渋川市
7 1 348 34 25 477 17 53 2,110 565 3,637

7 388 33 25 458 18 41 1,976 507 3,453

その他
5 3 1 5 1 15

5 3 1 5 1 15

計
12 1 0 501 51 36 590 22 68 2,699 642 4,622

14 0 0 558 51 37 571 23 49 2,527 570 4,400
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話題あれこれ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
月
、
心

配
ご
と
相
談
お
よ
び
村
民
無
料
法
律
相

談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
村
内
在
住
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談

（
毎
月
第
２
金
曜
日
）

　

日
常
生
活
に
お
け
る
心
配
ご
と
や
身

近
な
悩
み
ご
と
に
対
し
、
民
生
児
童
委

員
、
人
権
擁
護
後
委
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

・
日
時　

５
月
９
日
㈮

　
　
　
　

６
月
13
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

 

・
場
所　

商
工
会
館　

１
階
和
室

村
民
無
料
法
律
相
談

（
毎
月
第
４
金
曜
日
）

　

相
続
や
金
融
、
不
本
意
な
契
約
な
ど

法
律
問
題
に
関
す
る
こ
と
に
対
し
、
群

馬
弁
護
士
会
会
員
の
弁
護
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

 

・
日
時　

４
月
25
日
㈮

　
　
　
　

５
月
23
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

 

・
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
さ
え
の
家

 

・
相
談
員　

群
馬
弁
護
士
会
会
員

 

・
相
談
時
間　

ひ
と
り
約
30
分

※
法
律
相
談
は
必
ず
電
話（
☎
５
５
―

５
２
９
４
）
で
事
前
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

ふ
れ
あ
い
館
か
ら

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
館

の
営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

 
・
ふ
れ
あ
い
館
営
業
時
間

　

正
午
か
ら
午
後
８
時
ま
で

　
　
（
６
月
〜
９
月
は
午
後
９
時
ま
で
）

　

職
員
一
同
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
館
休
館
日

４
月
28
日
㈪

５
月
12
日
㈪

※
毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日
が
定
休
日

　
　
（
休
館
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

お問い合わせ

社会福祉協議会

☎55-5
ゴーフクシ

294

☎54-1
イ イ フ ロ

126
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榛東村消防団

第４分団に新車輌を配備
　３月24日、第４分団詰め所で新しい消防車輌の引き渡し

式が行われました。

　配備された新たな消防車輌は、700㍑の水槽を装備してお

り、山火事などの水のない場所でも消火活動を行うことがで

きます。また、いち早く放水を行うことができるため、火災

を初期の段階で食い止めることも可能です。

　この日は、村から車輌の引き渡しを受けた消防副団長が、

配属書とともに車輌のカギを第４分団長に手渡しました。

第３回村民インディアカ大会

うさみちゃんズが優勝
　３月２日、スポーツアリーナにおいて第３回村民インディ

アカ大会が開催されました。

　午前中に予選、午後には決勝リーグが行われ、各コートで

熱戦が繰り広げられました。結果は次のとおりです。

優勝：うさみちゃんズ　準優勝：５区Ａ　第３位：クラブ榛

東A
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Health

お元気ですか

こちら保健師です

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

麻
し
ん（
は
し
か
）は
、
毎
年
春
か

ら
初
夏
に
か
け
て
流
行
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
昨
年
は
特
に
10
代
か
ら
20
代

を
中
心
に
流
行
し
、
多
数
の
高
校
や

大
学
が
休
校
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
今
後
の
麻
し
ん
の
流
行
を
防

ぐ
た
め
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
中
学

１
年
生
と
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る

年
齢
の
方
に
予
防
接
種
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
接
種
時
期

に
予
診
票
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
体
調
に
合
わ
せ
て
主
治
医

と
相
談
の
う
え
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
保
護
者
が
同
伴
で
き
な
い

場
合
は
書
類
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。（
既
婚
者
は
、
保
護
者

の
同
伴
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

麻
し
ん
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

な
ぜ
、
10
代
か
ら
20
代
の
人
を

中
心
に
流
行
し
た
の
で
す
か
？

Ａ　

か
つ
て
は
、
小
児
の
う
ち
に
麻

し
ん
に
感
染
し
、
自
然
に
免
疫
を
獲

得
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か

し
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
の

上
昇
で
自
然
に
感
染
す
る
人
は
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
10
代
か
ら

20
代
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
今
ま
で

一
度
も
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け

て
い
な
い
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
を
１
回
接
種
し
て
も
数
％
程

度
の
人
に
は
、
十
分
な
免
疫
が
つ
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
流

行
は
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
間
で

起
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

の
上
昇
に
伴
い
、
麻
し
ん
の
患
者
数

が
減
り
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
さ
ら

さ
れ
る
機
会
が
減
少
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
幼
少
時
に
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
現
在
の
10
代
か
ら
20
代
の
人

は
、
免
疫
が
強
化
さ
れ
ず
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
免
疫
が
徐
々
に
弱

ま
っ
て
き
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
も

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

な
ぜ
予
防
接
種
を
す
る
の
で
す

か
？

Ａ　

平
成
18
年
度
か
ら
年
長
児
の
接

種
が
導
入
さ
れ
、
平
成
12
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
は
、
小

学
校
入
学
前
に
２
回
目
の
接
種
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
そ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
対

し
て
、
平
成
20
年
度
か
ら
５
年
間
を

か
け
て
、
対
象
者（
表
）に
も
う
一
度

接
種
を
し
て
、
免
疫
を
強
化
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ　

高
校
に
行
っ
て
い
な
い
人
も
受

け
た
ほ
う
が
い
い
の
で
す
か
？

Ａ　

個
人
の
感
染
予
防
や
集
団
防
衛

の
点
か
ら
、
受
け
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
妊
娠
中

の
方
は
、
原
則
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
、
接
種
後
２
カ
月

程
度
は
妊
娠
を
避
け
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー（
☎
７
０
―
８
０
５
２
）へ

お詫びと訂正
　榛東村健康カレンダーの一覧表
で、麻しん・風しん第４期の対象
年齢は「中学３年生」とあります
が、「高校３年生」の間違いです。
お詫びして訂正いたします。

表：麻しん・風しん混合ワクチンの接種対象者

接種時期 対象者 生年月日

平成20年４月から
平成21年３月

中学１年生相当 平成７年４月２日～
平成８年４月１日

高校３年生相当 平成２年４月２日～
平成３年４月１日

平成21年４月から
平成22年３月

中学１年生相当 平成８年４月２日～
平成９年４月１日

高校３年生相当 平成３年４月２日～
平成４年４月１日

平成22年４月から
平成23年３月

中学１年生相当 平成９年４月２日～
平成10年４月１日

高校３年生相当 平成４年４月２日～
平成５年４月１日

平成23年４月から
平成24年３月

中学１年生相当 平成10年４月２日～
平成11年４月１日

高校３年生相当 平成５年４月２日～
平成６年４月１日

平成24年４月から
平成25年３月

中学１年生相当 平成11年４月２日～
平成12年４月１日

高校３年生相当 平成６年４月２日～
平成７年４月１日

●５月休日当番医●
内科 外科 耳鼻科 歯科

３日
大井内科クリニック
（吉　岡）
☎30-5575

本 沢 医 院
（石　原）
☎23-6411

加藤整形外科医院
（行幸田）
☎20-1007

こぶな歯科医院
（渋川）
☎22-4939

４日
神 山 内 科 医 院
（渋　川）
☎22-2181

榛東さいとう医院
（榛　東）
☎54-1055

井野整形外科リハビリ内科
（吉　岡）
☎30-5255

たきざわ歯科医院
（吉　岡）
☎55-6480

５日
西 沢 医 院
（渋　川）
☎22-2324

菊地医院
（榛　東）
☎54-3346

高 井 医 院
（渋　川）
☎22-0076

さ く ら 歯 科
（吉岡）
☎30-6333

６日
岡本内科クリニック
（吉　岡）
☎20-5353

めぐみこどもクリニック
（行幸田）
☎30-2022

とまるクリニック
（金　井）
☎26-7711

星野歯科クリニック
（行幸田）
☎22-0232

11日
佐 藤 医 院
（吉　岡）
☎54-2756

川島内科クリニック
（渋　川）
☎23-2001

関 口 医 院
（吉　岡）
☎55-5122

川 島 医 院
（渋　川）
☎22-2421

駒寄歯科クリニック
（吉　岡）
☎30-5500

18日
北関東循環器病院
（北　橘）

☎027-232-7111

渋 川 中 央 病 院
（石　原）
☎25-1711

桜 井 医 院
（渋　川）
☎22-2360

山川歯科クリニック
（渋　川）
☎22-0260

25日
斉 藤 医 院
（中　郷）
☎53-5558

原 沢 医 院
（伊香保）
☎72-2503

斉藤内科外科クリニック
（金　井）
☎22-1678

しまむら歯科医院
（八木原）
☎20-1182

※耳鼻科の診療時間は正午までです。　※http://shibukawa.gunma.med.or.jp/i.htm　※夜間急患診療所（午後７時～ 11時、年中無休）☎23-8899
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主
任
）尾
崎
玄　

税
務
課
主
任（
群
馬

県
派
遣
）
狩
野
優
治　

住
民
生
活
課

主
任（
渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
振

興
整
備
組
合
派
遣
）
手
島
知
則　

北

部
保
育
園
調
理
員（
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
）
富
澤
澄
子　

■
主
事
級　

建
設
課
主
事（
新
規
採
用
）石
川
弘
樹

会
計
課
主
事（
新
規
採
用
）冨
澤
剛
■

派
遣
職
員　

群
馬
県（
税
務
課
係
長
）

原
澤
哲
也　

税
務
課
係
長（
群
馬
県
）

小
久
保
宣
明　

■
退
職　
（
議
会
事

務
局
長
）
湯
浅
耕
作　
（
税
務
課
長
）

中
村
タ
ミ
エ　
（
社
会
教
育
課
長
）綿

貫
智　
（
水
道
課
課
長
補
佐
）須
藤
正

彦　
（
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員
）

須
藤
憲
二　
（
北
部
保
育
園
主
任
調

理
員
）高
橋
あ
や
子

住
民
票
・
戸
籍
の
取
得
に
本

人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す

　

平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
、
住
民

票
の
取
得
や
戸
籍
の
届
出
な
ど
に
は

次
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。　

■
住
民
票
・
戸
籍
証
明
書
の

取
得
…
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
、
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
に

よ
り
確
認
を
行
い
ま
す
。
代
理
人
な

ど
の
方
に
つ
い
て
は
、
委
任
状
な
ど

に
よ
り
代
理
権
限
の
確
認
も
行
い
ま

す
。
ま
た
、
郵
送
で
は
本
人
確
認
書

類
の
写
し
を
同
封
し
、
返
送
先
は
現

住
所
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。　

■
正
当
な
理
由
の
明
示
…
本

人
な
ど（
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
、
そ
の
配
偶
者
、
直
系
の
親
族)

以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、
○
自
分
の

権
利
を
行
使
す
る　

○
自
分
の
義
務

を
果
た
す　

○
国
や
地
方
公
共
団
体

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る　

な
ど
の

理
由
を
詳
し
く
書
く
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。　

■
制
裁
の
強
化
…
偽

り
そ
の
他
の
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て

戸
籍
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者

は
、
刑
罰
が
科
さ
れ
ま
す
。　

■
戸

籍
の
届
出
…
縁
組
な
ど（
養
子
縁
組
、

婚
姻
、
協
議
離
婚
な
ど)

の
届
出
に

は
、
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
に

よ
り
確
認
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
窓

口
に
来
ら
れ
た
方
が
縁
組
な
ど
の
本

人
で
あ
る
と
確
認
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
届
出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と

を
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
自
分
自
身

が
窓
口
に
来
た
こ
と
が
確
認
で
き
な

い
場
合
に
は
、
縁
組
み
な
ど
の
届
出

を
受
理
し
な
い
よ
う
申
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

▼
お
問
い
合

わ
せ
は
、
住
民
生
活
課（
☎
５
４
―

２
２
１
１　

内
線
１
１
３)

、
ま
た

は
法
務
省
民
事
局
民
事
第
１
課（
☎

０
３
―
３
５
８
０
―
４
１
１
１)

へ

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

手
数
料
が
無
料
に
な
り
ま
す

■
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基

カ
ー
ド)
」
は
、
市
町
村
が
発
行
す

る
安
全
性
に
優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で

す
。
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
と
写
真

な
し
住
基
カ
ー
ド
の
２
種
類
の
カ
ー

ド
が
あ
り
、
希
望
に
よ
り
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
写
真
付
き
住
基

カ
ー
ド
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
と
同

様
に
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

■

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
に
は
、
こ
れ
ま

で
交
付
手
数
料
と
し
て
５
０
０
円
が

か
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月
か
ら

平
成
22
年
３
月
ま
で
の
間
、
交
付
手

数
料
無
料
で
住
基
カ
ー
ド
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民

生
活
課（
☎
５
４
―
２
２
１
１　

内

線
１
１
５)

へ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

　

な
ど
を
閲
覧
で
き
ま
す

　

税
務
課
で
は
、
次
の
と
お
り
平
成

20
年
度
の
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
お
よ
び
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
閲
覧
な
ど
の
希
望
者
は
、
印
鑑

と
運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
を
持
参（
代
理
人
に
つ
い
て
は
さ

ら
に
委
任
状
が
必
要)

し
て
く
だ
さ

い
。
■
期
間
…
平
成
20
年
６
月
２
日

㈪
ま
で　

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税

務
課（
☎
５
４
―
２
２
１
１　

内
線

１
１
１)

へ

妊
婦
健
康
診
査
受
診
費
用
の

助
成
が
６
回
に
な
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
、
妊
婦
の
健
康

審
査
費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
公
費
負

担
が
従
来
の
２
回
か
ら
６
回
に
な
り

ま
す
。　

■
対
象
…
平
成
20
年
４
月

１
日
以
降
の
妊
娠
の
届
出
が
対
象
と

な
り
ま
す　

■
申
請
方
法
…
妊
娠
届

出
時
に
母
子
健
康
手
帳
と
一
緒
に
受

診
票（
６
回
分
）
を
発
行
し
ま
す（
た

だ
し
、
妊
娠
届
出
時
の
妊
娠
週
数
に

よ
っ
て
交
付
枚
数
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）。
な
お
、
受
診
票
の
再

発
行
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い　

▼
お
問
い
合
わ
せ

は
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
０

―
８
０
５
２)

へ

水
道
課
か
ら
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
度
上
半
期
の
納
入
期
日

お
よ
び
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
で

す
。
口
座
振
替
は
、
再
振
替
が
で
き

ま
せ
ん
。
残
高
不
足
な
ど
に
な
ら
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、

期
日
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

村
職
員
の
人
事
異
動

　

平
成
20
年
４
月
１
日
付
け
で
、
村

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す(

カ
ッ
コ
内
は

前
職)

。　

■
課
長
級　

議
会
事
務

局
長（
社
会
教
育
課
主
監
）小
山
三
治

　

税
務
課
長（
住
民
生
活
課
長
）岩
田

喜
代
司　

住
民
生
活
課
長
＝
昇
任

（
下
水
道
課
課
長
補
佐
）山
本
比
佐
志

　

社
会
教
育
課
長
＝
昇
任（
保
健
福

祉
課
課
長
補
佐
）
清
水
誠
治　

■
課

長
補
佐
級　

総
務
課
課
長
補
佐
＝
昇

任（
総
務
課
係
長
）小
山
美
子　

税
務

課
課
長
補
佐
＝
昇
任（
税
務
課
係
長
）

青
木
繁　

住
民
生
活
課
課
長
補
佐

（
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
）清
水
満
利

子　

保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
＝
昇
任

（
保
健
福
祉
課
係
長
）境
野
美
智
子　

会
計
課
課
長
補
佐
＝
昇
任（
税
務
課

係
長
）
久
保
田
盛
子　

下
水
道
課
課

長
補
佐
＝
昇
任（
下
水
道
課
係
長
）岩

田
健
一　

■
係
長
級　

保
健
福
祉
課

係
長（
会
計
課
係
長
）清
水
伸
子　

下

水
道
課
係
長（
建
設
課
係
長
）山
口
誠

一　

水
道
課
係
長（
住
民
生
活
課
係

長
）
久
保
田
勘
作　

保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
管
理
栄
養
士（
北
部
保
育
園
管

理
栄
養
士
）
綿
貫
マ
サ
エ　

■
主
任

級　

群
馬
県
派
遣（
水
道
課
主
任
）関

口
健
一　

渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏

振
興
整
備
組
合
派
遣（
住
民
生
活
課

知

お知らせ

Life Information

・行政相談週間

５月19日から25日まで

・村の行政相談

５月23日㈮　商工会館

請求月 現金納入期限日 口座振替日

４月分 ４月30日㈬ ４月28日㈪

５月分 ６月  ２日㈪ ５月26日㈪

６月分 ６月30日㈪ ６月26日㈭

７月分 ７月31日㈭ ７月28日㈪

８月分 ９月  １日㈪ ８月26日㈫

９月分 ９月30日㈫ ９月26日㈮
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人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
費
を

助
成
し
て
い
ま
す

　

村
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加
入
者

を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
費

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
検
診
は
、
自

分
が
健
康
だ
と
感
じ
て
い
る
と
き
か

ら
習
慣
づ
け
て
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
検
診
結
果
を
も
と
に
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
健

康
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。　

■
対
象
者
…
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
30
歳
以
上
の
方　

■
手
続
方
法
…

人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
２
カ
月
以
内

に
、
領
収
書
・
保
険
証
・
印
鑑
・
口

座
番
号
の
分
か
る
も
の
を
持
参
し
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入　

■
助

成
額
…
１
人
同
一
年
度
内
に
つ
い
て

２
万
円（
２
万
円
未
満
の
場
合
は
、

そ
の
額
）　

■
そ
の
他
…
脳
ド
ッ
ク

も
対
象
と
な
り
ま
す　

▼
お
問
い
合

わ
せ
は
、
保
健
福
祉
課（
☎
５
４
―

２
２
１
１　

内
線
１
２
０
）へ

 

行
楽
期
の
雑
踏
事
故
を

　
　
　

防
止
し
ま
し
ょ
う

　

例
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
を
中
心
と
し
た
春
の
行
楽
期
に

は
、
花
見
や
春
祭
り
な
ど
で
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
雑
踏
で
の
事
故
、

迷
子
、
ス
リ
被
害
な
ど
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。　

■
警
察
官
な
ど
の
指
示
に
従

う　

■
子
ど
も
や
高
齢
者
に
は
十
分

気
を
配
る　

■
階
段
や
段
差
の
あ
る

場
所
で
は
特
に
足
下
に
注
意
す
る　

■
先
を
急
い
だ
り
、
慌
て
た
り
す
る

こ
と
な
く
慎
重
に
行
動
す
る

住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

■
住
宅
瑕
疵
担
保
履
行
法
…
新
築
住

宅
を
供
給
す
る
事
業
者
は
、
構
造
耐

力
上
主
要
な
部
分
お
よ
び
雨
水
の
浸

入
を
防
止
す
る
部
分
の
瑕
疵（
欠
陥
）

に
対
す
る
10
年
間
の
瑕
疵
担
保
責
任

を
負
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
は
瑕

疵
担
保
責
任
を
確
実
に
履
行
す
る
た

め
、
保
険
加
入
ま
た
は
供
託
の
事
業

者
へ
の
義
務
付
け
な
ど
を
定
め
て
い

ま
す
。　

■
保
険
制
度
…
新
築
住
宅

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
場
合
に
、
補
修
な

ど
を
行
っ
た
事
業
者
に
保
険
金
が
支

払
わ
れ
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
保
険

へ
の
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
住
宅
の

工
事
中
に
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
事

業
者
の
倒
産
な
ど
で
補
修
が
行
え
な

い
場
合
、
保
険
付
き
の
住
宅
の
購
入

者
は
、
保
険
法
人
に
対
し
て
、
補
修

の
費
用
な
ど
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　

■
供
託
制
度
…
事
業
者

が
倒
産
し
て
い
る
場
合
な
ど
に
備
え

て
、
事
業
者
が
法
律
で
定
め
ら
れ
た

額
の
保
証
金
を
あ
ら
か
じ
め
法
務
局

な
ど
の
供
託
所
に
預
け
て
お
く
制
度

で
す
。
事
業
者
の
倒
産
な
ど
で
補
修

が
行
え
な
い
場
合
、
住
宅
の
購
入
者

は
、
供
託
所
に
対
し
て
補
修
な
ど
に

必
要
な
金
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　

■
指
定
住
宅
紛
争
処
理

機
関
に
よ
る
紛
争
処
理
…
保
険
付
住

宅
を
取
得
し
た
人
は
、
事
業
者
と
の

間
で
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
全
国
の

指
定
住
宅
紛
争
処
理
機
関
の
紛
争
処

理
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
財
団
法
人
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
３
―
３
２
６
１
―
４

５
６
７
）へ

山
火
事
予
防
運
動
に

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

■
期
間
…
５
月
31
日
ま
で　

■
春
は

空
気
が
乾
燥
し
て
山
火
事
が
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
特
に
３
月
か
ら

５
月
に
か
け
て
は
、
年
間
の
山
火
事

発
生
件
数
の
半
分
以
上
が
集
中
し
て

い
ま
す
。山
火
事
は
消
火
が
困
難
で
、

い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
非
常
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
森
林
を
も
と
の
姿
に
戻

す
に
は
多
く
の
費
用
と
時
間
が
必
要

で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
山
火
事
は
、
人

が
原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
た
き

火
や
た
ば
こ
な
ど
の
火
の
始
末
を
十

分
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Life Information

月 日 土 金 木 水 火 月 日
※
行
事
・
時
間
・
場
所
・
問
合
せ
先
の
順
で
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

28 27 26 25 24 23 22 21 ４／ 20
健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

春
季
道
路
愛
護

AM
８
：
00
〜　

村
内
各
所　

建
設

狂
犬
病
予
防
注
射

AM
９
：
00
〜
PM
３
：
00　

村
内
各
所　

住
生

土
曜
楽
集
す
く
ー
る
（
書
道
）

AM
９
：
30
〜
11
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

カ
ラ
オ
ケ
教
室

PM
７
：
30
〜
９
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

村
民
無
料
法
律
相
談

PM
１
：
30
〜
４
：
30　

さ
さ
え
の
家　

社
協

３
歳
児
健
診

PM
１
：
15
〜
２
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

健
康
相
談

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

火 月 日 土 金 木 水 火 月
13 12 11 10 ９ ８ ７ ６ ５

第
36
回
村
民
野
球
大
会

AM
８
：
00
〜　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド　

教
育

土
曜
楽
集
す
く
ー
る
（
書
道
）

AM
９
：
30
〜
11
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

カ
ラ
オ
ケ
教
室

PM
７
：
30
〜
９
：
30　

楽
集
セ
ン
タ
ー　

楽
集

特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

AM
８
：
30
〜
12
：
00　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

保
セ

心
配
ご
と
相
談

PM
１
：
30
〜
３
：
30　

商
工
会
館　

社
協

特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

AM
８
：
30
〜
12
：
00　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

保
セ

特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

AM
８
：
30
〜
12
：
00　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

保
セ

振
替
休
日

こ
ど
も
の
日

生

生　活

知

お知らせ
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①
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
や
ト
リ
ケ
ラ

ト
プ
ス
な
ど

④
目
を
英
語
で

⑤
結
婚
式
の
と
き
に
和
装
の
花
嫁
が

頭
に
か
ぶ
り
ま
す

⑧
む
し
め
が
ね
の
こ
と

⑨
空
の
状
態
。
晴
れ
、
曇
り
、
雨

①
嬬
恋
村
が
名
産
地
で
す

②
使
用
済
の
物
な
ど
を
再
び
資
源
と

し
て
利
用
す
る
こ
と

③
小
麦
粉
か
ら
作
る
麺
。
水
沢
―

④
す
す
め
は
青
。
と
ま
れ
は
―

⑥
出
入
り
口
な
ど
に
垂
ら
し
て
お
く

布
の
こ
と

⑦
車
に
乗
っ
た
ら
―
ベ
ル
ト
を
締
め

ま
し
ょ
う

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続

き
は
５
月
20
日
ま
で
で
す

　

労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
こ
の
申

告
・
納
付
を
怠
る
と
保
険
制
度
の
円

滑
な
運
営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
昨

年
４
月
１
日
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康

被
害
救
済
の
た
め
の
一
般
拠
出
金
の

申
告
・
納
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
の

方
で
、
ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
お
よ
び
公
共

職
業
安
定
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
告
・
納
付
は
パ
ソ

コ
ン
か
ら
の
電
子
申
請
が
便
利
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
、
群
馬
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室（
☎
０
２

７
―
２
１
０
―
５
０
０
１
）へ

｢

ね
ん
き
ん
特
別
便｣

を

　
　

お
送
り
し
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成
19
年
12

月
か
ら
、
皆
さ
ま
に
年
金
記
録
を
確

認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
ね
ん
き
ん

特
別
便
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
４
月
か
ら
は
、
３
月
ま
で
に

ね
ん
き
ん
特
別
便
が
送
付
さ
れ
た
方

を
除
く
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
の
方

へ
ね
ん
き
ん
特
別
便
を
お
送
り
し
ま

す
。
あ
な
た
の
年
金
記
録
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。　

▼
お
問
い
合
わ

せ
は
、
ね
ん
き
ん
特
別
便
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

月
〜
金
曜
日
・
午
前
９
時
か
ら
午
後

８
時　

第
２
土
曜
日
・
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
）へ

前
回
の
答
え
と
当
選
者

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

●
タ
テ
の
カ
ギ

ソ 

ツ 

ギ 

ョ 

ウ

⑤
イ

　

①
ア ョ

⑥

⑨

　
キ

ソ
★

　

　
ジ

⑦
ウ

　
イ　

★
ョ

⑪
　

⑩
シ　

⑫
　

　

ギ
★

　

コ
③

タ
④

　

ネ
　

 
　

 
　

　
ク

シ

　

★
ツ

ウ
★

ュ

ョ

⑧
エ

マ

　

　
ン

ダ

ジ
②

　

　

①

★
　

⑤
　

　
　
⑧
　

　

　
　

④
　

　
　　

⑪
　

　
★
　

⑨
　

★
　

⑦
　

★
　

　
②

　

　

　
　

 
　

 
　

　
　

　
⑥
　

③
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

★

□
□
□
□
□

役 場
教 育 委 員 会
中 央 公 民 館
社会教育施設等管理事務所
商 工 会
保健相談センター
南 部 コ ミ セ ン
楽 集 セ ン タ ー
児 童 館
耳 飾 り 館
ふ れ あ い 館
社会福祉協議会
ふ る さ と 公 園

54－2211
54－2765
54－2573
54－8534
54－2318
70－8052
54－0488
54－0031
54－7933
54－1133
54－1126
55－5294
54－2488

保
福
…
保
健
福
祉
課

保
セ
…
保
健
相
談

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

住
民
…
住
民
生
活
課

社
協
…
社
会
福
祉

　
　
　
　
　

協
議
会

教
育
…
社
会
教
育
課

公
民
…
中
央
公
民
館

農
業
…
農
業
委
員
会

楽
集
…
楽
集
セ
ン
タ
ー

問 い 合 わ せ

ダ イ ヤ ル メ モ
日 土 金 木 水 火
４ ３ ２ ５／１ 30 29

憲
法
記
念
日

農
地
・
農
業
者
年
金
相
談

PM
１
：
30
〜
３
：
00　

中
央
公
民
館　

農
業

乳
児
健
診

PM
１
：
30
〜
２
：
30　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

昭
和
の
日

月 日 土 金 木 水
19 18 17 16 15 14
特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

AM
８
：
30
〜
12
：
00　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

保
セ

第
36
回
村
民
野
球
大
会

AM
８
：
00
〜　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド　

教
育

特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

AM
８
：
30
〜
12
：
00　

南
部
コ
ミ
セ
ン　

保
セ

特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

AM
８
：
30
〜
12
：
00　

２
区
コ
ミ
セ
ン　

保
セ

特
定
健
診
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

AM
８
：
30
〜
12
：
00　

笹
熊
集
会
所　

保
セ

狂
犬
病
予
防
注
射

AM
９
：
00
〜
PM
３
：
00　

村
内
各
所　

住
生

１
歳
６
ヵ
月
児
健
診

PM
１
：
15
〜
２
：
00　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

保
セ

　

今
月
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
家
族
み
ん
な
で
解
い
て
ね
。

　

応
募
方
法
は
、
新
聞
広
告
の
余

白
や
メ
モ
用
紙
に
答
え
を
書
き
、

住
所
、
区
、
氏
名
、
年
齢
、
世
帯

主
名
を
明
記
し
て
、
北
小
、
南
小
、

榛
中
、
中
央
公
民
館
に
置
い
て
あ

る
箱
に
入
れ
る
か
、
役
場
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
結
構

で
す
。

　

ま
た
、
村
政
に
関
す
る
ご
意
見

や
要
望
、
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
同
様
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
、
４
月
30
日
、
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
７
名
の
方

に
図
書
券
を
お
贈
り
し
ま
す
。

★
を
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。
ひ
と
つ

の
言
葉
に
な
り
ま
す
。
応
募
す
る
紙

に
は
、
そ
の
言
葉
だ
け
を
答
え
と
し

て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
ヒ
ン
ト
…
休
み
が
続
く
）

　

広
報
３
月
号
の
ク
イ
ズ
の
解
答

は
、
全
部
で
25
通
寄
せ
ら
れ
、
全
通

が
正
解
で
し
た
。
抽
選
で
次
の
７
人

の
方
に
５
０
０
円
相
当
の
図
書
券
を

贈
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

素
志
崎
静
子
（
１
区
）
深
津
佳
世
（
１

区
）藤
澤
孝
至（
５
区
）狩
野
麻
衣（
５

区
）
新
井
邦
子
（
７
区
）
高
田
美
晴

（
14
区
）
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人口と世帯 村内の交通事故
（３月1日現在）

（　）は対前月

総人口

男

女

世帯数

14,754人（－10）

7,534人（－12）

7,220人（＋２）

5,027戸（＋４）
※（　）は前年同期対比

シートベルトは必ず着用しましょう

事故件数

死者

傷者

11件（－13）

０人（±０）

12人（－21）

（３月末日現在の累計）

村指定文化財（昭和46年指定）

東光寺薬師堂の厨
ず し

子
　厨子とは本来、小型の仏像を安置する堂の形をした箱をいうが、この厨子は薬

師堂を外屋とした間口118㎝、奥行102㎝の大きなものである。幅218㎝、高

さ85㎝の波模様の彫刻を施した台の上に乗せられている。

　厨子は木造に金箔を施した高さ131㎝（蓮
れんだい

台を含む）の薬師如来像を収蔵してい

る。上部には屋根があり、その下部に狛犬などの彫刻を彫り、全体に黒漆や赤、青、

緑などの彩色や、金箔が施され、建立当時の美しさがしのばれる。しかし、現在

は退色して昔日の面影はない。

　厨子の両側のひな壇には６体ずつ、十二神将が配置され、眼病その他の諸病、

無明から衆生を救うといわれる薬師如来を守護している。様式、色彩ともに江戸

初期のもので作者は不明である。

文

化

財

探

訪


